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１ 緒言 

現在、国民ひとりあたりの総エネルギー摂取量は一日当たり２０００㎉を満たす程度でとどまってはいるが脂肪

によるエネルギー摂取比率が上限の２５％を超えてきている。特に男性では３０～６９歳で約３割が肥満で２０年前

に比べて 1.5 倍に増加している 1)。肥満は、糖尿病、高脂血症、高血圧、通風、心疾患等の多くの生活習慣病の

誘因となる。しかも疾病合併率、死亡率も高く健康対策問題として重要視されている。 
一方、食物には 1 次機能（栄養機能）、2 次機能（感覚機能）が評価されてきたが、3 次機能としての生体調整

機能、保健機能が注目されてきている。この 3 次機能は生体の様々な生理機能に働き、健康の保持・回復、ある

いは病気の予防免疫機能の強化等に寄与していることが示唆されている。 
本研究では大学生及び大学職員の中で BMI が３０以上の肥満者を対象に生活状況、食事調査、血液成分、

毛髪成分を調査した。また対象者にミネラルや血糖吸収阻害作用、「１－デオキシノジリマイシン」（図１）を含む桑

葉に着目し 2)、肥満者に対する効果を検討した。なお今回は 20 代男性を対象にした結果を報告する。  
 

２ 実験項目及び方法 

桑葉粉末摂取による健康改善実験 

対象者 ：岩手大学生及び教職員 52 名（今回の報告は 20 代男性 29 名） 

測定項目 ：体位計測…身長、体重、ＢＭＩ、体脂肪率 

 アンケート…生活状況（睡眠時間等）、食事調査（食品摂取頻度等）  

 血清脂質…ＴＣ、ＴＧ、ＨＤＬ－Ｃ、ＬＤＬ－Ｃ 

 肝機能…ＡＳＴ（ＧＯＴ）、ＡＬＴ（ＧＰＴ）γ－ＧＴＰ 

尿酸値…ＵＡ 血糖値…ＦＢＳ 

血清中および毛髪中の微量元素（ＰＩＸＥ法） 

図 1
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方法： 桑葉粉末カプセル服用者とプラセボ（デキストリン）カプセル服用者の２グループにわけての二重盲検法。

服用前体位測定、血液及び毛髪採取し、カプセル 5 個を 1 日 3 回、食事の直前に服用し 8 週間継続して

もらう。その後、再度血液及び毛髪採取実験を行い服用前後の体位変化、血清脂質、肝機能、尿酸値、

血糖値及び血清・毛髪中の微量元素の値を比較する。 
 

３ 結果及び考察 

①体位計測、血清脂質、肝機能、尿酸値、血糖値 
 体位計測、血清脂質、肝機能、尿酸値、血糖値を表１に示す。 

・BMI が 30 以上の 20 代男性は体脂肪率も高く、87％が体脂肪率 30％を超える結果だった。 
・全体の平均で血清脂質のＴＧが 168.48mg/dl（基準範囲 40～150 未満）、肝機能のＧＰＴが 88.26ＩＵ/l（基

準範囲 40 未満）と範囲を超える数値となった。尿酸値も正常値内ではあったが高めの傾向がみられた。 
・血清脂質で基準範囲を超える数値が見られた割合はＴＣ13.8％、ＴＧ51.7％、ＨＤＬ－Ｃ13.8％、ＬＤＬ－Ｃ

31％であった。 
・肝機能で基準範囲を超える数値が見られた割合はＡＳＴ31％、ＡＬＴ72.4％、γ－ＧＴＰ24.1％であった。 
・尿酸値で基準範囲（基準範囲 4.0～7.5 未満）を超える数値が見られた割合は 31％、血糖値では 3％であ

った。また基準範囲内ではあるが、高尿酸血症とよばれる（7.0 mg/dl 以上）割合は 55.2％であった。 
②アンケート 

・20 代男性は食品摂取頻度で、肉類については「週に 3～4 回」が 41.4％「ほぼ毎日」摂取すると回答した人

が 34.5％であった。魚介類については「週に 1～2 回」摂取すると回答した人が 62％と最も多く肉類と比較し

て摂取頻度は低かった。また野菜類についても、緑黄色野菜では「週に 3～4 回」が 31％「ほぼ毎日」摂取

すると回答した人が 17.2％、その他の野菜では「週に 3～4 回」が 37.9％「ほぼ毎日」摂取するが 24.1％で

あり、肉類の摂取頻度の方が高い傾向がみられた。 
・20 代男性を桑服用者、プラセボ服用者とわけたときの食品摂取頻度をみてみると全体的に大きな差はなか

ったが、桑服用者の摂取頻度が肉類、野菜類について若干多く、緑黄色は桑服用者、プラセボともほぼ同

じ摂取頻度であった。 
③桑葉粉末摂取実験 

・桑葉粉末の服用によって 20 代男性の肝機能（ＡＳＴ）、血清脂質（ＬＤＬ－Ｃ）に改善する傾向が認められた

（表１）。今後さらに、生活・食生活などの視点から改善効果との関連について検討を加えたい。 
・また血糖値の低下が認められ、桑葉効果粉末の摂取効果との関連が指摘される。 
・桑葉粉末の服用者の血清、毛髪中の微量元素量とプラセボ服用者のそれらを比較検討した。その結果、

血清の微量元素量には両者に大きな変化が認められなかった。毛髪の微量元素量は桑服用者のほうがＫ

やＦｅ量が多い傾向が認められた、これは桑葉粉末にＫ、Ｆｅを多く含有されているためと考えられるが今後

さらに検討を加えたい。 
・桑葉粉末の服用は今回 8 週間という短い期間である。桑葉粉末は「薬効」ではなくてあくまでも「食効」であ

るため劇的な効果はみられなかった。しかし長期の服用により効果が少しずつ現れるのではないかと考えら

れる。 
 

本報告を終わるにあたり、桑葉粉末をご提供下さいましたトヨタマ健康食品株式会社に感謝いたします。 
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表 1 

服用前 服用後 服用前 服用後 服用前 服用後

桑 94.48±12.52 92.40±13.64 32.11±3.89 31.41±4.40 33.22±7.06 33.09±7.59

プラセボ 100.86±9.67 101.01±10.11 33.30±3.82 33.38±3.91 36.42±5.07 37.06±5.60

服用前 服用後 服用前 服用後 服用前 服用後

桑 41.27±34.29 29.53±15.12 88.27±99.66 60.60±60.69 146.33±66.36 135.33±64.55

プラセボ 35.57±14.99 34.36±13.17 76.64±42.88 66.79±36.59 192.21±106.27 137.79±71.80

服用前 服用後 服用前 服用後 服用前 服用後

桑 191.47±38.04 192.27±41.68 49.67±7.35 50.73±9.36 128.20±33.25 121.33±39.08

プラセボ 194.71±25.63 199.07±20.65 44.71±8.69 46.29±7.79 132.07±20.29 133.00±16.51

服用前 服用後 服用前 服用後

桑 7.07±1.00 6.65±1.07 95.73±17.40 90.13±4.81

プラセボ 7.16±1.24 6.69±1.08 93.71±7.23 92.07±6.96

ＬＤＬ－Ｃ（㎎／㎗）

桑服用者とプラセボ服用者の比較（20代男性）

ＢＭＩ

ＴＧ（㎎／㎗）

体重(kg) 体脂肪率(％)

尿酸（㎎／㎗） 血糖（㎎／㎗）

ＡＬＴ（ＧＰＴ）（ＩＵ／ℓ）ＡＳＴ（ＧＯＴ）（ＩＵ／ℓ）

ＨＤＬ－Ｃ（㎎／㎗）ＴＣ（㎎／㎗）
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図２

プラセボを１としたときの桑の割合（毛髪）
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